
１
一
施
設
建
設
に
対
す
る
反
対
と
計
画
の
あ
り
方

①
―
住
民
に
と
っ
て
は
「
突
然
、
な
ぜ
こ
こ
に
」

　
横
浜
市
全
体
の
お
お
よ
そ
の
施
設
建
設
計
画
は
、

ゆ
め
は
ま
2
0
1
0
プ
ラ
ン
５
ヵ
年
計
画
（
1
9
9

7
～
2
0
0
1
年
）
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ

こ
に
は
全
体
の
施
設
数
と
達
成
水
準
が
明
記
さ
れ
て

は
い
る
か
、
ど
こ
に
、
い
つ
建
設
さ
れ
る
か
、
具
体

化
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。
事
業
局
は
計
画
に
則
り
、
用
地
を
選
定
し
、
用

地
を
買
収
し
、
事
業
実
施
の
段
階
、
多
く
は
建
設
工

事
の
開
始
直
前
に
、
地
元
の
自
治
会
・
町
内
会
を
通

し
地
元
説
明
会
を
行
う
こ
と
が
多
い
。
多
く
の
施
設

は
、
こ
の
段
階
で
、
反
対
や
苦
情
に
会
う
こ
と
に
な

る
。
施
設
に
よ
っ
て
は
、
住
民
の
建
設
委
員
会
を
設

置
し
施
設
内
容
の
提
案
を
受
け
た
り
、
あ
る
い
は
住

民
の
懇
談
会
を
設
け
て
施
設
の
理
解
や
運
営
に
つ
い

て
の
協
力
を
仰
ぐ
「
市
民
参
加
」
の
仕
組
み
を
設
け

て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
地
域
に
と
っ
て
日
常
的
な
暮

ら
し
に
必
要
な
身
近
な
施
設
で
あ
る
。
直
接
地
域
に

と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
の
見
え
に
く
い
広
域
的
、
専
門

的
な
施
設
ほ
ど
、
住
民
の
反
対
に
会
い
や
す
い
。
特

に
、
い
わ
ゆ
る
迷
惑
施
設
に
お
い
て
は
、
地
域
で
賛

否
両
論
が
出
て
、
合
意
形
成
を
行
う
の
に
時
間
が
か

か
る
場
合
が
多
く
な
る
。

　
建
設
反
対
運
動
に
直
面
し
た
担
当
者
は
「
役
所
が

決
め
た
こ
と
だ
か
ら
と
押
し
つ
け
な
い
、
時
間
を
か

け
て
理
解
を
求
め
る
柔
軟
さ
が
必
要
」
「
計
画
の
柔

ら
か
い
段
階
で
、
早
期
に
情
報
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る

こ
と
が
必
要
」
と
、
一
致
し
た
見
解
を
述
べ
て
い
る
。

柔
ら
か
い
計
画
の
進
め
方
～
北
部
方
面

斎
場
建
設
事
業
の
場
合

　
計
画
が
固
ま
る
前
の
柔
ら
か
い
段
階
を
十
分
に
と

っ
た
の
は
、
北
部
方
面
斎
場
建
設
事
業
で
あ
る
。
こ

の
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
追
い
な
が
ら
「
柔
ら
か
い

計
画
の
進
め
方
」
を
考
兄
て
み
よ
う
。

　
表
―
３
は
、
南
部
斎
場
と
北
部
方
面
斎
場
の
事
業

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
比
較
表
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
南
部
斎
場
は
、
計
画
発
表
後
、
地
元
住
民
の
激

し
い
反
対
運
動
が
起
こ
り
、
そ
の
最
中
に
都
市
計
画

決
定
を
行
う
事
態
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
北
部
方

面
斎
場
は
、
事
業
の
進
め
方
を
大
き
く
変
え
た
。
最

も
大
き
な
相
違
は
、
以
下
の
点
で
あ
る
。

①
―
長
期
に
わ
た
る
用
地
選
定
ま
で
の
調
査

　
北
部
方
面
斎
場
に
お
け
る
「
基
本
構
想
調
査
」
お

よ
び
「
用
地
選
定
基
礎
調
査
」
等
準
備
段
階
の
調
査

の
期
間
は
、
昭
和
五
十
九
年
か
ら
平
成
二
年
の
七
年

間
に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
期
間
に
、
都
市
に
お
け
る

斎
場
の
あ
り
方
や
斎
場
の
適
地
な
ど
の
考
え
方
と
条

特
集
・
自
治
体
に
お
け
る
合
意
形
成
②
都
市
施
設
と
合
意
形
成

件
が
多
方
面
か
ら
検
討
さ
れ
、
当
初
二
十
二
箇
所
の

候
補
地
が
五
箇
所
に
絞
り
込
ま
れ
た
。

②
―
斎
場
検
討
委
員
会
の
設
置

　
基
礎
調
査
の
結
果
を
受
け
、
平
成
三
年
度
に
は
、

斎
場
の
あ
り
方
や
用
地
選
定
の
考
え
方
を
検
討
す
る

た
め
、
市
長
の
諮
問
機
関
で
あ
る
「
斎
場
検
討
委
員

会
」
を
設
置
し
た
。
市
民
十
名
（
自
治
会
・
町
内
会
、

市
会
議
員
等
）
、
学
識
経
験
者
（
十
一
名
）
、
行
政
四

名
、
計
二
十
五
名
で
あ
る
。

【
斎
場
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
市
民
意
向
】

　
こ
の
委
員
会
で
は
、
需
要
動
向
予
測
と
と
も
に
、

斎
場
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
市
民
意
識
調
査
が
実
施

さ
れ
た
。
市
内
で
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
「
必
要
で
あ

る
」
六
七
・
七
％
、
「
や
む
を
え
な
い
」
　
一
八
・
八

％
、
北
部
地
域
で
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
「
必
要
で

あ
る
」
六
二
・
〇
％
「
や
む
を
え
な
い
」
　
一
六
・
九

％
と
い
う
結
果
を
得
た
。
（
対
象
市
民
三
千
人
、
有

効
回
答
率
七
九
・
四
％
）

【
斎
場
整
備
の
考
え
方
】

　
検
討
委
員
会
に
お
い
て
は
、
「
都
市
型
斎
場
」
と

い
う
考
え
方
が
打
ち
出
さ
れ
た
ほ
か
、
都
市
型
斎
場

の
備
え
る
べ
き
機
能
と
し
て
(
ア
)
火
葬
・
葬
祭
複
合
機

能
、
(
イ
)
環
境
・
シ
ン
ボ
ル
創
出
機
能
、
(
ウ
)
地
域
サ
ー

ビ
ス
機
能
の
三
つ
が
提
案
さ
れ
た
。

【
北
部
方
面
斎
場
の
適
地
に
つ
い
て
】

１
―
施
設
建
設
に
対
す
る
反
対
と
計
画
の
あ
り
方

２
―
柔
ら
か
い
計
画
の
進
め
方
～
北
部
方
面
斎
場
建
設

　
　
事
業
の
場
合

３
―
広
域
施
設
と
地
域
を
つ
な
ぐ
も
の
～
地
域
指
標
に

　
　
よ
る
地
域
特
性
の
明
確
化

表－1　北部方面斎場の概要について地域類型別斎場機能構成(｢斎場用地選定基本調査｣より)表－2
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■
編
集
部

③
施
設
建
設
計
画
の
あ
り
方
と
説
明
責
任
～
北
部
方
面
斎
場
建
設
事
業

２



　
都
市
型
斎
場
の
適
地
要
件
か
ら
の
考
え
方
と
し
て

は
、
市
街
地
か
ら
全
く
隔
絶
さ
れ
て
配
置
す
る
の
は

不
可
能
に
近
く
、
む
し
ろ
そ
れ
と
の
共
存
を
積
極
的

に
位
置
付
け
、
①
利
便
性
の
確
保
、
②
厳
粛
性
・
尊

厳
性
の
創
出
、
③
地
域
づ
く
り
性
の
発
揮
を
掲
げ
た
。

　
ま
た
、
周
辺
地
域
と
の
調
和
か
ら
の
考
え
方
で
は
、

（
ア
）
市
街
地
と
の
調
和
、
（
イ
）
公
共
公
益
施
設
と
の
調
和
、

（
ウ
）
公
園
等
の
施
設
緑
地
お
よ
び
山
林
・
農
地
な
ど
と

の
調
和
の
三
点
を
あ
げ
た
。

　
こ
れ
ら
の
条
件
と
望
ま
し
い
敷
地
規
模
な
ど
か
ら

総
合
的
に
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
、
と
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
（
表
―
２
）

③
―
計
画
地
の
発
表
後
に
用
地
取
得
開
始

　
南
部
斎
場
で
は
、
用
地
を
先
行
取
得
し
た
後
計
画

発
表
し
、
激
し
い
反
対
運
動
に
遭
遇
し
た
。
北
部
方

面
斎
場
で
は
用
地
選
定
し
、
計
画
地
の
発
表
後
用
地

取
得
を
開
始
し
た
。
反
対
運
動
の
中
で
都
市
計
画
決

定
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
南
部
斎
場
に
対
し
、
北

部
方
面
斎
場
は
、
計
画
地
の
発
表
時
に
は
、
候
補
地

の
絞
り
込
み
が
入
念
に
さ
れ
て
い
た
が
、
ま
だ
、
用

地
は
取
得
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

④
―
施
設
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置

　
斎
場
整
備
に
か
か
わ
る
全
庁
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
置
し
、
施
設
の
周
辺
環
境
も
含
め
た
整
備
方
針

と
具
体
的
な
調
整
を
行
っ
た
。

　
北
部
方
面
斎
場
の
場
合
は
、
行
政
の
「
整
備
責
任
」

を
前
提
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
必
要
性
と
そ
の
あ
り
方
、

候
補
地
の
考
え
方
等
い
わ
ば
行
政
の
「
説
明
責
任
」

を
遂
行
す
る
た
め
の
十
分
な
情
報
収
集
が
行
わ
れ

た
。
そ
れ
に
則
っ
た
、
地
元
へ
の
早
め
、
早
め
の
情

報
提
供
と
全
員
参
加
の
説
明
会
、
延
べ
百
五
十
回
に

及
ぶ
地
元
対
策
委
員
会
の
開
催
等
に
よ
り
、
北
部
方

面
斎
場
建
設
事
業
は
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
な
展
開
と
な

っ
た
と
い
え
る
。

広
域
施
設
と
地
域
を
つ
な
ぐ
も
の
～

地
域
指
標
に
よ
る
地
域
特
性
の
明
確
化

　
全
市
レ
ベ
ル
の
広
域
施
設
の
場
合
、
そ
の
地
域
に

と
っ
て
の
意
味
を
ど
う
位
置
付
け
る
か
、
つ
ま
り
そ

の
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
の
意
味
が
問
わ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
北
部
方
面
斎
場
の
場
合
、
上
記
の

検
討
委
員
会
の
方
針
に
則
り
、
各
候
補
地
の
適
地
と

し
て
の
条
件
が
評
価
さ
れ
、
そ
の
結
果
選
定
さ
れ
た

候
補
地
で
は
、
モ
デ
ル
ス
タ
デ
ィ
が
入
念
に
行
わ
れ

た
。
他
分
野
に
ま
た
が
る
関
連
事
業
が
列
挙
さ
れ
、

全
庁
的
な
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
周
辺
環
境

も
ふ
く
め
た
整
備
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
従
来
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
と
な
る

施
設
、
い
わ
ゆ
る
迷
惑
施
設
の
場
合
、
全
市
の
ニ
ー

ズ
と
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
な
ぐ
た
め
に
、
地

元
還
元
施
設
を
付
帯
し
、
帳
尻
を
合
わ
せ
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
本
来
的
に
は
、
地
域
の

中
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
の
地
域
資
源
を
把
握
し
た
地

域
特
性
の
明
確
化
と
地
域
住
民
の
合
意
を
経
た
地
域

の
将
来
構
想
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

そ
れ
に
は
、
地
域
の
特
徴
を
表
す
地
域
指
標
づ
く
り

な
ど
を
通
し
て
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
の
日
常
的
な
合
意
形
成
の
下
地
が
培
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
重
要
だ
。

表－3　南部斎場と北部方面斎場の建設事業経過の比較
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